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高出力小型温調式はんだこて

取扱説明書

●

お買い上げいただきありがとうございます。この商品はコンポジットチップ
（ヒーター・センサー複合体・一体型こて先）を採用したマイクロソルダリン
グから熱容量の大きいはんだ付けまで幅広く対応する高出力小型温調式はんだ

こてです。
この説明書をお読みになり ､正しくお使いください。

お読みになった後も ､後日お役に立ちますので大切に保管しておいてください。

●
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15. 配線図
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注記：
こて先をMODEL FM‐2021 へ挿入した状態でこて

先 ID を変更すると、  は表示されず、設定温度
が表示されます。
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こて先 ID番号入力方法

1. カードを挿入してロックを解除します。

2.  ボタンを 1秒以上押し続けます。 
● ステーションはこて先 ID 入力モードに入り
ます。2桁目が点滅します。バーコードステッ
カーに示されているこて先 ID 番号を参照し
ます。

注記：
 ボタンを押す時間が 1秒より短いと、保存され

ているこて先 ID設定が表示されます。

3. 2 桁目に値を入力します。
●  または  ボタンを使って、2桁目に値
を入力します。入力した値が表示されたな

ら、  ボタンを押します。1桁目が点滅し
ます。

4. 1 桁目に値を入力します。

● 2 桁目に値を入力した要領で、値を入力しま
す。1桁目に値を入力した後、  ボタンを
押します。表示部に  が点滅表示され
ます。これでこて先 ID 番号が保存されまし
た。このこて先 ID 番号を用いて温度調整が
行われます。

例： 
こて先ID番号が07の場合 

または　  ボタンを押す。 

ボタンを一度押す 

ボタンを一度押す 

ボタンを1秒以上 
押し続ける。 

14. 付録 A

1

耐熱パッド 

こて台 

電源コード 

MODEL FM-202 
ステーション 

カード 

ジョイントバンド 

こて先置き台 

ON
OFF

こて先（別売） MODEL FM-2021コネクタ組品 

スリーブ組品 

1. セット内容

2. 仕様

電源 
消費電力 
制御温度 
温度精度 
 
温度安定性 

AC100V   50/60Hz 
140 W 
200～450 C゚ 
設定温度から±10 C゚ 
図1を参照。 
無負荷時リップル温度±5 C゚

● MODEL FM-202ステーション 

消費電力 
こて先アース間抵抗 
漏れ電圧 
全長（除コード） 
重量（除コード） 
コード長さ 

70 W (24 V) 
2Ω以下 
2 mV以下 
188 mm（2.4Dこて先付） 
30 g（2.4Dこて先付） 
1.2 m

● こて部 

出力 
外形寸法 
重量 

24 V 
119（W）×117（H）X 178(D)mm 
2.7 kg

● ステーション部 

無負荷時リップル温度： 
±5 C゚

図１ 

注記： 
※温度表示はハッコー191で計測した温度です。 
※この商品は静電気対策されています。 
※仕様および外観は改良のため予告なく変更することがありますが、あら
　かじめご了承ください。 

温度精度： ±10 C゚

設定温度 

温
度
 

時間 

MODEL FM-202 ステーション .......................1
MODEL FM-2021 コネクタ組品 .....................1
スリーブ組品 ...................................................1
電源コード .......................................................1
カード ..............................................................1
耐熱パッド .......................................................1

こて先置き台 ...................................................1
こて台 ( こて先クリーナー付） .........................1
取扱説明書 .......................................................1



● 安全のため以下の注意事項を必ず守ってください。

  注  意
電源を入れると ､こて先温度は 200 ～ 450° Cの高温に達します。取扱いを誤ると ､やけど

･火災の恐れがありますので ､以下の注意事項を必ず守ってください。

● プロセスゲートに異物や純正こて先 (T7) 以外を挿入しない。
● プロセスゲートにカートリッジのこて先側を挿入しない。
● こて先やこて先周辺の金属部分に触れない。
● 燃えやすいものの近くで使用しない。
● 周囲の人に ｢高温につき危険である ｣ことを知らせる。
● 使用を中断･終了する時や ､その場を離れる時は電源を切る。
● 部品交換時や収納時は必ず電源を切る。
● バーコードステッカーを剥がしたり、傷付けたりしない。

  注  意
事故や故障につながりますので ､以下の注意事項を必ず守ってください。

● はんだ付け以外の用途に使用しない。
● ぬらしたり、ぬれた手で使用したりしない。
● 本品を改造しない。
● 交換部品には ､純正部品を使用する。
● カードは傷付けたり折り曲げたりしない。また折れ曲がったカードは無理に挿入しない。 
● はんだかすを取るために ､こてを作業台に打ちつけるなど強い衝撃を与えない。
● コードの抜き差しはプラグを持って行う。
● はんだ付けする際 ､煙が発生するので ､よく換気をする。
● その他危険と思われる行為は行わないでください。

3. 安全及び取扱い上のご注意

  警  告
この説明書では ､注意事項を下記のように ｢警告 ｣｢ 注意 ｣の 2つに区分して表示しています ｡内
容をよく理解されてから本文をお読みください。

 警　告： 誤った取扱いをすると ､人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

 注　意： 誤った取扱いをすると ､人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。
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13. こて先の種類
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139

ø5
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T7-B　B型 
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10

T7-B2　0.5B型 

45°

ø1

11.5

T7-BC１　１BC型 

1.1

ø1

45°
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T7-BCF1　1BC型　面のみ　 
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T7-BC2　2BC型 
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T7-BCF2　2BC型　面のみ 
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単位：mm 
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4. 各部名称

5. 組み立て

こて台

① 次のように組み立てます。
● ホルダー組品をこて台ベースへ確実に挿入
します。

耐熱パッド 

こて台 

電源コード 

MODEL FM-202
ステーション 

カード 

ジョイントバンド 

こて先置き台 

電源スイッチ 

レセプタクル 

ON
OFF

ヒューズ 

インレット 
プロセスゲート 

MODEL FM-2021
コネクタ組品 

こて先（別売） 

スリーブ組品 

こて先クリーナー 

カード差し込み口 

3



FM-2025

24V-70W

こて接続コード

こて接続コードを耐熱パッドの穴に通します。

4

② 使い方：
まずこて先をクリーニングワイヤに突き刺
してこて先から余分なはんだを取り除きま
す。
（こて先をワイヤにこすりつけながら拭い取
らないでください。ワイヤが元に戻ろうと
する際、溶けたはんだが飛び散ることがあ
ります。）
クリーニングワイヤが汚れたり、網目には
んだが詰まった場合には、きれいな表面が
出てくるまでクリーニングワイヤを回して
ください。
クリーニングワイヤを交換する場合には、
ケース上部をまっすぐに持ち上げ、はんだ
くずが外へ落ちないようにしてください。

③ 予備のこて先は、こて先置き台に置いてく
ださい。

 

ステーション

1. 電源コードをステーション背面のインレッ
トに接続します。

2. こて接続コードとステーション前面のレセ
プタクルを接続します。 

3. 電源プラグをアースされたコンセントに差
し込みます。本機には静電気対策が施され
ていますので、必ず接地してご使用くださ
い。

カチッと音がするまで 
完全に差し込みます。 レセプタクル 

プラグを止まるまで押し込み、ロッ
クピンを押さずにプラグを引っ張
ってみてください。レセプタクルか
ら抜けなければ、きちんと差し込ま
れています。 

 

3

2

4

5

●こて台用パーツ 

図番 品番 

FH100-01

部品名 

こて台 

仕様 

 

図番 品番 

FM2021-01 

FM2021-02 

B2770 

B2765D 

B2768C 

B2769D 

 

B2300

部品名 

コンバージョンキット 

コネクタ組品 

コネクタカバー 

スリーブ組品 

スリーブ組品 

スリーブ組品 

こて先 

耐熱パッド 

仕様 

は黄色 

 

 

黄 

橙 

青 

●こて台 

1

図番 品番 

B3000
B3001
B2791
B2999

599B-01
599-029
B2756

部品名 

口金ホルダー 

口金 

こて先固定スプリング 

こて台ベース 

こて先クリーナー 

クリーニングワイヤー 

こて先置き台 

仕様 

 

黄／ねじ付 

 

青／ゴム足付 

2

1

3

4

5

 

1 6～ 

2

1

3

4

5

6

7

1 3 35

目次「13. こて先の種類」 
を参照 

7

3

2

6

4

5

1
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2

1

3

4

4

8

9

10

7

5

6

7 5

5

ナット M2 (2)

バインドねじ 
M2×16 (2)

ナット 
M1.6 (2)

なべねじ 
M1.6×8 (2) 

タッピンねじ 
呼びサイズ 
3×8 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ付き 
M3×6 (2) 

タッピンねじ 
呼びサイズ2.6×8 (3)

タッピンねじ 
呼びサイズ  
2.6×10 (4)

外歯付きロックワッシャ 
呼びサイズ4

ナット  
M3 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ、 
平ワッシャ付き 
M3×10 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ付き 
M4×6 
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6. 使用方法

操作と表示

スイッチと操作ボタン

MODEL FM-202 ステーションのフロントパネ
ルには、4つの操作ボタン、プロセスゲート、
レセプタクル、及びカードスロットがありま
す。電源スイッチは背面にあります。

● 4 つの操作ボタン：

 － こて先 ID 入力モードに入ります。こ
のボタンを短く（1秒未満）押すと、
保存されているこて先 ID が表示され
ます。カードが入っている状態で 1
秒以上押していると、こて先 ID 入力
モードが起動されます。

 － 温度設定モードに入ります。このボタ
ンを 1秒未満しか押さなかった時は
すでに入力されている設定温度を表示
します。カードが入っている状態で 1
秒以上押していると、温度入力モード
が起動されます。

 ー 表示される値を増やします。

 ー 表示される値を下げます。

表示
MODEL FM-202 では、表示は 3桁で行われ
ます。選択したモードにより、下記を参照して
ください。

● ノーマルモードでは
センサー温度（こて先温度）を表示します。

● こて先 ID 入力モードでは
こて先 ID 入力方法 P.6 と P.22 を参照して

5

● 温度目盛では
指定に応じて℃または℉を表示します。

● エラー検出
「エラー表示」の項をご覧ください。 

また、設定温度に達するとステーションの表示
部右下のヒーター通電ランプが点滅して、ス
テーションが使用可能になったことを知らせ
ます。

ブザーで使用者に次のことを知らせます。

● ステーションが設定温度に達した場合、ブ
ザーが 1回鳴ります。

● こて先がプロセスゲートへ挿入されこて先
ID バーコードが読み取られた場合、ブザー
が 1回鳴ります。

● センサー温度が設定温度の下限限界点より
低くなった場合にブザーが連続して鳴りま
す。センサー温度が下限設定範囲内に戻れ
ば、ブザーは停止します。

● 異物、この商品では使えないこて先、または
こて先のはんだ付け側をMODEL FM-2021
に挿入してしまった場合、表示部が点滅し、
ブザーが連続して鳴ります。

● オートパワーシャットオフ機能が働き、ヒー
ターへの通電が停止した場合、ブザーが 3
回鳴ります。

● プロセスゲートがこて先 ID バーコードを読
み取れない場合、ブザーが 3回鳴ります。

● こて先がすでにMODEL FM‐2021 に挿入
されているのに、こて先をプロセスゲート
に入れた場合、ブザーが不規則に鳴ります。

● こて先が正しくコネクタへ挿入されると、
ブザーが 1回鳴ります。

ください。



　こて先 ID が入力されていない、あるいはこ
て先がMODEL FM-2021 に挿入されてない
場合、次の操作を行ってください。

１. 電源スイッチを入れます。 

２. （ID 番号）という表示が現れコネク
タの LEDが点滅します。 続いて設定温度と

 という表示が現れます。 

３. 次 の 通 り こ て 先 ID を 入 力 し ま す。 
 こて先のこて先 ID 側を、ブザーが 1 回
鳴るまで、プロセスゲートへ挿入します。 
こて先 ID データが 1秒間表示されます。

  という表示が現れます。LEDの点滅
が止み、こて先 ID が保存されたことを示
します。

 こて先をコネクタに入れるとすぐに温度コ
ントロールが始まります。

４. 設定温度に達するとブザーが鳴り温度表示
部右下のヒーター通電ランプが点滅を始め
ます。

 

　こて先 ID が入力されている、またはこて先
がMODEL FM-2021 に挿入されている場
合、次の操作を行ってください。

１. 電源スイッチを入れます。  

２. 最初に設定された温度が表示されます。 

３. 温度コントロールを始めます。

注記：
工場出荷時には、350℃にセットされています。
設定温度を確認したい場合には、  ボタンを押して
ください。 
設定温度が 2秒間表示されます。

●工場設定
工場設定時には、次の値にセットされていま
す。

温度単位 

オートパワーシャットオフ 

下限設定温度 

温度ロック解除設定 

設定温度 

摂氏 

オフ 

150℃ 

オフ 

350℃ 
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こて先ID表示 

設定温度の表示 

電源を入れる 

温調開始 

こて先 
は付いてい 
ますか 
?�
�

XX

こて先ID入力 
こて先挿入 

はい 

いいえ 温度設定 

注意：
異物や、こて先の間違った側、またはこの商品に使
用できないこて先をプロセスゲートへ挿入しないで
ください。破損の恐れがあります。

注記：
こて先をプロセスゲートへ挿入したとき、ブザーが 3
回鳴れば、こて先 ID読取りエラーが発生しています。
こて先をもう一度挿入してください。

※工場設定時はこて先 IDモードにセットされています。

12. 部品リスト

14

11

12

13

15

タッピンねじ 
呼びサイズ 
3×10 (3)

なべねじ 
スプリングワッシャー付き 
M4×6 (2)

外歯付きロックワッシャ 
呼びサイズ 
4 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ、 
平ワッシャ付き 
M4×6 (4)

外歯付き 
ロック 
ワッシャ 
呼びサイズ 
4

スプリングワッシャ 
呼びサイズ  4 (2)

なべねじ  
M4×55 (2)

バインドねじ 
M3×6 (8)

なべ
スプ
M4

●FM-202ステーション 

B2749 
B2741 
 

B2742 
B2869 
 

B2870 
B2871 
B2915 
B2740 
B2757 
B2855 
B2384 
B2761 
B1084 
B2739 
B2387

カード 
フロントパネル 
 
制御パネル用ボタンセット 
基板 
（操作、表示用） 
プロセスゲート組品 
プロセスゲートサポート 
基板（温調およびコネクタ用） 
シャーシ 
ロッキングスペーサー 
トランス 
インレット 
ヒューズ、250V-3A 
電源スイッチ 
カバー 
電源コード 

 
制御パネル、表示ウィンド
ウ、およびスリット付き 
各4個 
2枚組 
 
 
 
100～240V (2枚組) 
ゴム足付き 
各5個 
100V 
 
100～120V 
 
 
ゴム２極接地型プラグ
付 

図番 品番 部品名 仕様 

 

2

1

3

4

5

6

8
7

9
10
11
12
13
14

15

、 6

注記：
取り付けねじは、仕様欄に記載さ
れていない場合、予備部品や修理
部品には含まれていません。別途
ご注文ください。
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● 下限設定温度エラー
が頻発する。

点検 : はんだ付け対象物に対してこて先が小さすぎません
か。

 : もっと熱容量の大きいこて先を使用してください。
点検 : 下限設定温度エラーの設定が低すぎませんか。
 : 設定値を大きくしてください。

● こて先 IDエラーを示す 
 が表示される。

点検 : こて先 ID 番号の入力手順は正しいですか。
 : 正しく入力してください。

注記：
こて先をプロセスゲートへ挿入し直し、警報ブザーが3回鳴りますと、
もう一度挿入してみるか、こて先 ID を手作業で入力してみてくださ
い。

● ヒーター端子短絡エ
ラーを示す  が表示
される。

点検 : こて先はMODEL FM-2021 用ですか。
 : 電源スイッチを切り、純正のMODEL FM-2021 こて

先を挿入し、電源スイッチを入れ直してください。

注記：
こて先 IDを入力していない場合には、このエラーは表示されません。

点検

対処

点検

対処

点検
対処

点検

●温度設定の変更

例：350℃から 400℃に変更する場合

1. カードをステーション前面のカード差し込
み口に挿入します。

● 表示部の 3桁目が点滅し始め、ステーショ
ンは温度設定モードに入り、3桁目へのデー
タ入力が可能であることを示します。

2. 3 桁目への入力
●  または  ボタンを用いて、3桁目の数
値を決定します。入力可能な値は、2、3、
4です。

希望の数値が表示されたら  ボタンを押
します。点滅位置が 2桁目に移ります。

3. 2 桁目への入力

●  または  ボタンを用いて、2桁目の数
値を決定します。0から 9までの任意の数
値を入力できます。希望の数値が表示され
たら  ボタンを押して入力します。点滅
位置が 1桁目に移ります。

4. 1 桁目への入力
●  または  ボタンを用いて、希望の数値
にセットします。希望の数値が表示された

ら  ボタンを押します。希望する数値が
これで内部メモリーに記憶され、新しい設
定温度を表示後、ヒーター制御を始めます。

注記：
温度設定を最後までせずに電源スイッチを切ると、
新しい設定温度は記憶されません。最初からやり直
してください。

この商品には、ユニットのフロントパネルにあ
るカード 差し込み口へ挿入する小さなカード
が付属しています。このカードは、工程管理（設
定温度の変更などを含む）のためのデータ入力
時に用います。MODEL FM-202 のカードはど
のMODEL FM-202 ステーションでも使えま
す。

 
●カードについて

注意：
カードはカード差し込み口に正しい方向で差し込ん
でください。

7

ボタンを一度押す 

カード挿入 

または　  ボタンを押す 

ボタンを一度押す 

ボタンを一度押す�

または　  ボタンを押す 



すでに電源が入っており、カードが差し込ま
れている状態で設定温度を変更するには：

a.  ボタンを 1秒以上押し続けます。

b. 現在の設定温度が表示され、その後 3桁目
の数字が点滅し始め、温度設定モードに入っ
たことを示します。

c. 7 ページの「温度設定の変更」の 1～ 4の
手順に従って操作してください。

注記：
 ボタンを押している時間が 1秒未満の時は、２秒

間設定温度を表示し、その後こて先温度の表示に戻
ります。

●こて先の交換

こて先の取外しと挿入
こて先の取外し：スリーブ組品を持って引
き抜いてください。
スリーブ組品からこて先を取り外します。
（こて先が熱い場合には、耐熱パッドを使っ
てこて先を持ってください。）
こて先の挿入：こて先を挿入する前に、こ
て先のこて先 ID 側を、ブザーが 1回鳴るま
でプロセスゲートへ挿入してください。 
次にこて先の先端部分を持ち、スリーブ組
品へ挿入します。こて先のリングがスリー
ブ組品に当たったところでとめ、それ以上
無理に押し込まないようにしてください。  
こて先をコネクタに入れます。 
新しいこて先をしっかりコネクタにはめ込
んでください。（こて先が正しく挿入されて
いないと、  という表示が現れます。）

注意：
こて先は高温になっています。やけどの原因となり
ますので、取扱いには十分ご注意ください。耐熱パッ
ドであっても熱いこて先を長時間保持することは避
けてください。

8

スリーブ組品の前側部分を持って、こて先を取り外します。 

これらの部分を持ってこて先をスリーブ組品へ挿入します。 

この部分を持ってコネクタへ挿入します。 

11. トラブル発生時に

 警告：

●内部点検や部品交換の際、電源プラグは必ず抜いてください。感電の恐れがあります。
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● 電源スイッチを入れて
も動作しない。

 : 電源コードおよび /または接続プラグが外れていませんか。
 : 接続する。
点検 : ヒューズが切れていませんか。
 : なぜヒューズが切れたのか原因を確認した後、ヒューズを

交換してください。原因がわからない場合にも、交換して
ください。再びヒューズが切れる場合には、修理のため本
体ごと送り返してください。

● こて先が熱くならない。 
センサーエラー  が表示さ
れている。

点検 : こて先はしっかりと差し込まれていますか。
 : こて先を最後まで差し込んでください。
点検 : 接続コードが断線していませんか。ヒーター／センサーは

切れていませんか。
 : 本書の接続コードの断線およびヒーター／センサー切れの

調べ方の項を参照してください。

● こて先にはんだがのら
ない。

点検 : こて先の設定温度が高すぎませんか。
 : 適正温度に設定してください。
点検 : こて先に酸化物が付着していませんか。
 : 酸化物を取り除いてください。（12ページの「こて先メン

テナンス」の項を参照してください。）

● こて先温度が高すぎる。 点検 : 接続コードが断線していませんか。
 : 13 ページの「接続コードの断線の調べ方」の項を参照し

てください。
点検 : 入力したこて先 ID番号は正確ですか。
 : 正しく入力してください。

● こて先温度が低すぎる。 点検 : こて先に酸化物が付着していませんか。
 : 酸化物を取り除いてください。（12ページの「こて先メン

テナンス」の項を参照してください）。
点検 : 入力したこて先 ID番号は正確ですか。
 : 正しく入力してください。

● はんだこてエラーの　
 が表示される。

点検 : 他のはんだこてを接続していませんか。またはMODEL 
FM-2021 のプラグが外れていませんか。

 : 電源スイッチを切り、MODEL FM-2021 を接続し直し、
電源スイッチを入れます。

点検
対処
点検
対処

点検
対処
点検

対処

点検

対処
点検
対処

点検

対処

点検
対処

点検

対処

点検

対処

点検

対処



●はんだこてエラー

●こて先 IDエラー

●ヒーター端子短絡エラー

●下限設定温度エラー

●センサーエラー
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例：
��������������������

下限設定温度 
設定温度 

��

���������������������

下限設定温度 
設定温度 

10. エラー表示
センサー／ヒーター切れ（センサー回路を含
む）の可能性がある場合、  が表示され、
電源が遮断されます。

注記：
こて先が正しく挿入されていない場合にもセンサー
エラーとなります。

センサー検出温度が設定温度と下限設定温度
との差以上に大きくなった場合に、  が表
示され、警報ブザーが鳴ります。こて先温度が
設定温度範囲内に上昇すれば、ブザーは鳴り止
みます。

例：
設定温度が 400℃ /750 ℉で、下限設定温度が 50℃

/100 ℉のとき、ヒーターは通電されているにもかか

わらず、温度が降下し続け、最終的に左に示す値よ
り低下した場合、表示される値が点滅してこて先温
度が低下していることを示します。

こて先が間違った方向に挿入されたり、この商
品では使えないこて先が挿入されたり、コネク
タとの接続部に異物が混入したりしていると、

 が点滅表示され、警報ブザーが連続して
鳴ります。

プロセスゲートへ挿入されたこて先の ID を読
み取ることができない場合、  が点滅表示
され、警報ブザーが 3回鳴ります。

こて先 ID が入力されていない場合にも  
が表示されます。

こて接続コードがステーションに接続されて
いないか、間違ったはんだこてが接続される
と、  が表示されます。

7. こて先識別番号

●こて先 IDの入力

9

注記：
ブザーが 3回鳴ると、読取りエラーが発生しています。
もう一度こて先を挿入してください。

注意：
こて先の反対側またはMODEL FM-202 純正以外のこて
先を挿入しないでください。

注意：
バーコードステッカーを剥がしたり、傷付けたり
しないでください。

�������� ��������

品番 シリアル番号 

バーコード こて先ID

注意：
こて先をMODEL FM‐2021 へ挿入したままでは、プロ
セスゲートはバーコードを読み取ることができません。
こて先がすでにMODEL FM‐2021 に挿入されているの
に、こて先をプロセスゲートに差し込むと、ブザーが不
規則に鳴ります。こて先 ID の読取りを行うには、こて
先をMODEL FM‐2021 から取り外してください。

こて先は、その質量、形状、及び表面積によりそ
れぞれ異なる熱特性を備えています。例え設定温
度が同じであったとしても、小さなこて先の無負
荷時の温度は大きなこて先のそれよりも設定温度
との差が大きくなるのは明らかです。この商品の
プロセッサには、こて先 ID を用いて多種多様な
形状寸法のこて先を電子的に補正する能力が組み
込まれています。MODEL FM-202 用のこて先に
はそれぞれ固有のこて先 ID が割り当てられてい
ます。こて先を交換したときは正確な温度管理の
ために必ずこて先 IDを入力してください。

こて先 ID データの入力には 2種類の方法があり
ます。
下記または本書の 6ページを参照してください。
この方法が最も簡単で一般的な方法です。
何らかの理由でこて先 ID を読み取れない場合に
は、本書の付録 A（22 ページ）を参照してくだ
さい。

MODEL FM-202 へバーコードを
読み取る方法

1. こて先（コネクタ側）をステーション前
面のプロセスゲートへ挿入します。

2. ブザーが 1回鳴るまで挿入してください。
 という表示が現れます。LED の点

滅が止みます。これでこて先識別番号が
保存されました。



8. パラメーター設定

●パラメーターの入力 MODEL FM-202 には、次の 4 種類のパラメー
ターが用いられています。
1) 温度表示（℃または℉）の切換え
2) オートパワーシャットオフ
3) 下限設定温度
4)  温度ロック解除設定モード

いったんパラメーターモードに入ると、パラ
メーターは以下の順序で設定されます。パラ
メーターの設定が全て終われば、通常の動作に
戻ります。
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(1) 温度表示（℃または℉）の 
切換え

1. 電源スイッチを切ります。
2. カードをステーション前面のカード差し込み
口に挿入します。

3.  ボタンを押しながら電源スイッチを入れま
す。

4. こて先 ID が 1 秒間表示されます。  または 
 ボタンを押し続けます。 （摂氏）また

は （華氏）が表示され、パラメーター入
力モードに入ったことを示します。
 または  ボタンを押すと、  と  

が交互に切り換わります。
 ボタンを押すと表示が決定され、自動的に

オートパワーシャットオフモードへ移ります。
(2) オートパワーシャットオフ

この設定はオプションです。この機能を
オンにして、はんだこてを 30 分以上使
わないでおくと、ヒーターへの通電が自
動的に遮断され、ブザーが 3回鳴ります。
温度が 100℃ /200 ℉に下がると  
が表示されます。はんだ付けを再開する
には、電源スイッチをいったん切り、再
び入れ直してください。温度が 100℃
/200 ℉に下がるまでにボタンをどれか押
すと、ヒーターへの通電は自動的に再開
されます。
この設定をせずに下限温度設定へ進むに

は、  ボタンを一度押します。

オートパワーシャットオフ設定を切り換えるに
は：

●このモードに入ると  または  が表
示されます。

●  または  を押すと、表示が  と 
 の間で交互に切り換わります。 オートパ

ワーシャットオフは、  を選択した場合に
限り機能します。

●  ボタンを押すと、選択が確定され、自動的
に下限設定温度の入力モードに入ります。

 
●点検

警告：
特に指示がない限り、下記の手順は電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて行ってください。

■ ヒーター・センサー切れ 1. ヒーター・センサー切れ

1Y100CB3T7-D24

この間のヒーター・センサーの 
抵抗値を測定します。 

ヒーターとセンサーに電気的異常がないことを
確認してください。
ヒーターとセンサーの抵抗は、常温（15 ～
25℃ ; 59 ～ 77 ℉）で測定してください。正
常値は 8Ω± 10%です。抵抗値が異常な場合
には、こて先を交換してください。

■ アースラインの点検 1. こて接続コードのプラグをステーションから外
します。

2. ピン 2とこて先間の抵抗値を測定します。
3. 抵抗値が 2Ω（常温時）を超える場合、12ペー
ジのこて先メンテナンスを行ってください。そ
れでも抵抗値が下がらない時は接続コードの断
線を調べてください。

■ 接続コード断線の調べ方
1. こて先とスリーブ組品を取り外します。
2. MODEL FM-2021 の前側部分を右に回してカ
バーを取り外します。

3. コネクタとソケットリード線の間の抵抗を次の
通り測定します。
ピン 1 - 赤 ピン 2 - 緑
ピン 3 - 黒 ピン５ - 白

抵抗値が 0Ωより大きいか、または∞の場合、
MODEL FM-2021 を交換してください。

黒 

緑 赤 青 

 白 

1

4

7

2

8

5

6

3
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■ ヒューズ交換方法
1. 電源コードをインレットより引き抜きます。
2. ヒューズホルダーを引抜きます。
3. 新しいヒューズと交換します。
4. ヒューズホルダーをもとどおりに組み立てま
す。



●こて先について

1. こて先温度 必要以上に高い温度でのご使用は、こて先の劣化を
早め、熱に弱い部品にダメージを与えることがあり
ます。はんだ付けの場合には常に、可能な限り低い
温度を使用してください。MODEL FM-202 はこて
先の温度回復力が優れているため、低めの設定温度
で十分に作業が可能です。
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9. メンテナンス

2. クリーニング はんだ付けの前に、ハッコー 599B こて先クリー
ナー（MODEL FM-202 に付属）, またはきれいな
湿らせたクリーニングスポンジ (品番 A1519) を用
いてこて先に付着している古いはんだやフラック
スを取り除いてください。こて先に付着した不純物
は、はんだ付け不良の原因となり、またこて先の熱
伝導が悪くなるためこて先温度を上げねばならず、
こて先と基板を傷めることになります。

3. 終了後 使用後、こて先をきれいにし、こて先の酸化を防ぐ
ため新しいはんだで先端を覆ってください。

4. 中断（オートパワーシャットオ
フ機能を使用していない時）

こてを高温にして、長時間無負荷状態のままにし
ないでください。こて先のはんだメッキが酸化さ
れてしまいます。長時間使用しない時は電源スイッ
チを切ってください。数時間使用しない場合には、
電源プラグも抜いてください。

5. メンテナンス a. 温度を 250℃に設定します。
b. 温度が安定したら、クリーニングスポンジまた
はクリーニングワイヤーでこて先をぬぐい、こ
て先を点検します。ひどい磨耗や変形がある場
合には、交換してください。 

c. こて先のはんだメッキ部分が黒い酸化物で覆わ
れている場合には、フラックスを含んだ新しい
はんだを送ってもう一度こて先をクリーニング
してください。酸化物が取れるまでこの作業を
繰返し、その後こて先を新しいはんだで覆って
ください。

注意：
酸化物を除去するためにこて先を決してやすりで削らな
いでください。

d. 電源を切り、耐熱パッドを使ってこて先を外し、
冷ましておきます。

e. こて先軸の黄色い変色など残留酸化物は、アル
コールなどでふき取ってください。
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(4) 温度ロック解除設定モード

このモードを使って、カードによるこて先 ID
データ入力の管理を設定することができます。

注記：
カードが挿入されていても、いなくても、こて先 ID
の変更が行えます。(P.22 を参考してください。)

(3) 下限設定温度入力

センサー検出温度が下限設定範囲以下にな
ると、エラーが表示され、警報ブザーが連
続して鳴ります。温度が設定範囲内に復帰
すると、ブザーは鳴り止みます。設定方法
は次に説明する通りです。

例：
設定温度が 350℃で下限設定温度が 50℃の場合、検
出温度が 300℃より低くなった時、警報ブザーが鳴
ります。

注記：
下限設定値：30～ 150℃ (60 ～ 300 ℉ )

この範囲外の数値を入力すると、このモードの最初
の入力段階に戻り、表示部の 3桁目が点滅し、入力
手順を最初からやり直さなければなりません。

この設定をしないでおく場合は  ボタンを
三度押してください。

下限設定温度範囲
摂氏： 30 ～ 150℃
華氏：  60 ～ 300 ℉

1. このモードに入ると、3桁目が点滅し始め
ます。7ページの「温度設定の変更」で説明
した要領で数値を入力し、保存します。

2. 左に示した下限設定温度範囲を外れた数値
を入力すると、再度、最初の 3桁目への入
力へ戻ります。このような場合には、正し
い数値を入力し直してください。

3. 入力した数値が保存されると、自動的にオ
フセットフリー設定モードへ移ります。

管理方法の選択は、次の手順に従って行いま
す。

1. このモードに入ると、  または  
という表示が現れます。

 : カードを差し込まないと、こて先 ID
を入力できません。
 : カードを差し込まなくても、こて先
IDを入力できます。

2.  または  ボタンを押すと、  と 
 が交互に切り換わります。

3. 希望する設定が表示されたときに  ボタ
ンをして、その設定を選択します。
これですべてのパラメーター設定が終了し、
ヒーターへの通電行われ、通常の制御を開
始します。



●こて先について

1. こて先温度 必要以上に高い温度でのご使用は、こて先の劣化を
早め、熱に弱い部品にダメージを与えることがあり
ます。はんだ付けの場合には常に、可能な限り低い
温度を使用してください。MODEL FM-202 はこて
先の温度回復力が優れているため、低めの設定温度
で十分に作業が可能です。
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9. メンテナンス

2. クリーニング はんだ付けの前に、ハッコー 599B こて先クリー
ナー（MODEL FM-202 に付属）, またはきれいな
湿らせたクリーニングスポンジ (品番 A1519) を用
いてこて先に付着している古いはんだやフラック
スを取り除いてください。こて先に付着した不純物
は、はんだ付け不良の原因となり、またこて先の熱
伝導が悪くなるためこて先温度を上げねばならず、
こて先と基板を傷めることになります。

3. 終了後 使用後、こて先をきれいにし、こて先の酸化を防ぐ
ため新しいはんだで先端を覆ってください。

4. 中断（オートパワーシャットオ
フ機能を使用していない時）

こてを高温にして、長時間無負荷状態のままにし
ないでください。こて先のはんだメッキが酸化さ
れてしまいます。長時間使用しない時は電源スイッ
チを切ってください。数時間使用しない場合には、
電源プラグも抜いてください。

5. メンテナンス a. 温度を 250℃に設定します。
b. 温度が安定したら、クリーニングスポンジまた
はクリーニングワイヤーでこて先をぬぐい、こ
て先を点検します。ひどい磨耗や変形がある場
合には、交換してください。 

c. こて先のはんだメッキ部分が黒い酸化物で覆わ
れている場合には、フラックスを含んだ新しい
はんだを送ってもう一度こて先をクリーニング
してください。酸化物が取れるまでこの作業を
繰返し、その後こて先を新しいはんだで覆って
ください。

注意：
酸化物を除去するためにこて先を決してやすりで削らな
いでください。

d. 電源を切り、耐熱パッドを使ってこて先を外し、
冷ましておきます。

e. こて先軸の黄色い変色など残留酸化物は、アル
コールなどでふき取ってください。
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(4) 温度ロック解除設定モード

このモードを使って、カードによるこて先 ID
データ入力の管理を設定することができます。

注記：
カードが挿入されていても、いなくても、こて先 ID
の変更が行えます。(P.22 を参考してください。)

(3) 下限設定温度入力

センサー検出温度が下限設定範囲以下にな
ると、エラーが表示され、警報ブザーが連
続して鳴ります。温度が設定範囲内に復帰
すると、ブザーは鳴り止みます。設定方法
は次に説明する通りです。

例：
設定温度が 350℃で下限設定温度が 50℃の場合、検
出温度が 300℃より低くなった時、警報ブザーが鳴
ります。

注記：
下限設定値：30～ 150℃ (60 ～ 300 ℉ )

この範囲外の数値を入力すると、このモードの最初
の入力段階に戻り、表示部の 3桁目が点滅し、入力
手順を最初からやり直さなければなりません。

この設定をしないでおく場合は  ボタンを
三度押してください。

下限設定温度範囲
摂氏： 30 ～ 150℃
華氏：  60 ～ 300 ℉

1. このモードに入ると、3桁目が点滅し始め
ます。7ページの「温度設定の変更」で説明
した要領で数値を入力し、保存します。

2. 左に示した下限設定温度範囲を外れた数値
を入力すると、再度、最初の 3桁目への入
力へ戻ります。このような場合には、正し
い数値を入力し直してください。

3. 入力した数値が保存されると、自動的にオ
フセットフリー設定モードへ移ります。

管理方法の選択は、次の手順に従って行いま
す。

1. このモードに入ると、  または  
という表示が現れます。

 : カードを差し込まないと、こて先 ID
を入力できません。
 : カードを差し込まなくても、こて先
IDを入力できます。

2.  または  ボタンを押すと、  と 
 が交互に切り換わります。

3. 希望する設定が表示されたときに  ボタ
ンをして、その設定を選択します。
これですべてのパラメーター設定が終了し、
ヒーターへの通電行われ、通常の制御を開
始します。



8. パラメーター設定

●パラメーターの入力 MODEL FM-202 には、次の 4 種類のパラメー
ターが用いられています。
1) 温度表示（℃または℉）の切換え
2) オートパワーシャットオフ
3) 下限設定温度
4)  温度ロック解除設定モード

いったんパラメーターモードに入ると、パラ
メーターは以下の順序で設定されます。パラ
メーターの設定が全て終われば、通常の動作に
戻ります。
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(1) 温度表示（℃または℉）の 
切換え

1. 電源スイッチを切ります。
2. カードをステーション前面のカード差し込み
口に挿入します。

3.  ボタンを押しながら電源スイッチを入れま
す。

4. こて先 ID が 1 秒間表示されます。  または 
 ボタンを押し続けます。 （摂氏）また

は （華氏）が表示され、パラメーター入
力モードに入ったことを示します。
 または  ボタンを押すと、  と  

が交互に切り換わります。
 ボタンを押すと表示が決定され、自動的に

オートパワーシャットオフモードへ移ります。
(2) オートパワーシャットオフ

この設定はオプションです。この機能を
オンにして、はんだこてを 30 分以上使
わないでおくと、ヒーターへの通電が自
動的に遮断され、ブザーが 3回鳴ります。
温度が 100℃ /200 ℉に下がると  
が表示されます。はんだ付けを再開する
には、電源スイッチをいったん切り、再
び入れ直してください。温度が 100℃
/200 ℉に下がるまでにボタンをどれか押
すと、ヒーターへの通電は自動的に再開
されます。
この設定をせずに下限温度設定へ進むに

は、  ボタンを一度押します。

オートパワーシャットオフ設定を切り換えるに
は：

●このモードに入ると  または  が表
示されます。

●  または  を押すと、表示が  と 
 の間で交互に切り換わります。 オートパ

ワーシャットオフは、  を選択した場合に
限り機能します。

●  ボタンを押すと、選択が確定され、自動的
に下限設定温度の入力モードに入ります。

 
●点検

警告：
特に指示がない限り、下記の手順は電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて行ってください。

■ ヒーター・センサー切れ 1. ヒーター・センサー切れ

1Y100CB3T7-D24

この間のヒーター・センサーの 
抵抗値を測定します。 

ヒーターとセンサーに電気的異常がないことを
確認してください。
ヒーターとセンサーの抵抗は、常温（15 ～
25℃ ; 59 ～ 77 ℉）で測定してください。正
常値は 8Ω± 10%です。抵抗値が異常な場合
には、こて先を交換してください。

■ アースラインの点検 1. こて接続コードのプラグをステーションから外
します。

2. ピン 2とこて先間の抵抗値を測定します。
3. 抵抗値が 2Ω（常温時）を超える場合、12ペー
ジのこて先メンテナンスを行ってください。そ
れでも抵抗値が下がらない時は接続コードの断
線を調べてください。

■ 接続コード断線の調べ方
1. こて先とスリーブ組品を取り外します。
2. MODEL FM-2021 の前側部分を右に回してカ
バーを取り外します。

3. コネクタとソケットリード線の間の抵抗を次の
通り測定します。
ピン 1 - 赤 ピン 2 - 緑
ピン 3 - 黒 ピン５ - 白

抵抗値が 0Ωより大きいか、または∞の場合、
MODEL FM-2021 を交換してください。

黒 

緑 赤 青 

 白 

1

4

7

2

8

5

6

3
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■ ヒューズ交換方法
1. 電源コードをインレットより引き抜きます。
2. ヒューズホルダーを引抜きます。
3. 新しいヒューズと交換します。
4. ヒューズホルダーをもとどおりに組み立てま
す。



●はんだこてエラー

●こて先 IDエラー

●ヒーター端子短絡エラー

●下限設定温度エラー

●センサーエラー
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例：
��������������������

下限設定温度 
設定温度 

��

���������������������

下限設定温度 
設定温度 

10. エラー表示
センサー／ヒーター切れ（センサー回路を含
む）の可能性がある場合、  が表示され、
電源が遮断されます。

注記：
こて先が正しく挿入されていない場合にもセンサー
エラーとなります。

センサー検出温度が設定温度と下限設定温度
との差以上に大きくなった場合に、  が表
示され、警報ブザーが鳴ります。こて先温度が
設定温度範囲内に上昇すれば、ブザーは鳴り止
みます。

例：
設定温度が 400℃ /750 ℉で、下限設定温度が 50℃

/100 ℉のとき、ヒーターは通電されているにもかか

わらず、温度が降下し続け、最終的に左に示す値よ
り低下した場合、表示される値が点滅してこて先温
度が低下していることを示します。

こて先が間違った方向に挿入されたり、この商
品では使えないこて先が挿入されたり、コネク
タとの接続部に異物が混入したりしていると、

 が点滅表示され、警報ブザーが連続して
鳴ります。

プロセスゲートへ挿入されたこて先の ID を読
み取ることができない場合、  が点滅表示
され、警報ブザーが 3回鳴ります。

こて先 ID が入力されていない場合にも  
が表示されます。

こて接続コードがステーションに接続されて
いないか、間違ったはんだこてが接続される
と、  が表示されます。

7. こて先識別番号

●こて先 IDの入力
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注記：
ブザーが 3回鳴ると、読取りエラーが発生しています。
もう一度こて先を挿入してください。

注意：
こて先の反対側またはMODEL FM-202 純正以外のこて
先を挿入しないでください。

注意：
バーコードステッカーを剥がしたり、傷付けたり
しないでください。

�������� ��������

品番 シリアル番号 

バーコード こて先ID

注意：
こて先をMODEL FM‐2021 へ挿入したままでは、プロ
セスゲートはバーコードを読み取ることができません。
こて先がすでにMODEL FM‐2021 に挿入されているの
に、こて先をプロセスゲートに差し込むと、ブザーが不
規則に鳴ります。こて先 ID の読取りを行うには、こて
先をMODEL FM‐2021 から取り外してください。

こて先は、その質量、形状、及び表面積によりそ
れぞれ異なる熱特性を備えています。例え設定温
度が同じであったとしても、小さなこて先の無負
荷時の温度は大きなこて先のそれよりも設定温度
との差が大きくなるのは明らかです。この商品の
プロセッサには、こて先 ID を用いて多種多様な
形状寸法のこて先を電子的に補正する能力が組み
込まれています。MODEL FM-202 用のこて先に
はそれぞれ固有のこて先 ID が割り当てられてい
ます。こて先を交換したときは正確な温度管理の
ために必ずこて先 IDを入力してください。

こて先 ID データの入力には 2種類の方法があり
ます。
下記または本書の 6ページを参照してください。
この方法が最も簡単で一般的な方法です。
何らかの理由でこて先 ID を読み取れない場合に
は、本書の付録 A（22 ページ）を参照してくだ
さい。

MODEL FM-202 へバーコードを
読み取る方法

1. こて先（コネクタ側）をステーション前
面のプロセスゲートへ挿入します。

2. ブザーが 1回鳴るまで挿入してください。
 という表示が現れます。LED の点

滅が止みます。これでこて先識別番号が
保存されました。



すでに電源が入っており、カードが差し込ま
れている状態で設定温度を変更するには：

a.  ボタンを 1秒以上押し続けます。

b. 現在の設定温度が表示され、その後 3桁目
の数字が点滅し始め、温度設定モードに入っ
たことを示します。

c. 7 ページの「温度設定の変更」の 1～ 4の
手順に従って操作してください。

注記：
 ボタンを押している時間が 1秒未満の時は、２秒

間設定温度を表示し、その後こて先温度の表示に戻
ります。

●こて先の交換

こて先の取外しと挿入
こて先の取外し：スリーブ組品を持って引
き抜いてください。
スリーブ組品からこて先を取り外します。
（こて先が熱い場合には、耐熱パッドを使っ
てこて先を持ってください。）
こて先の挿入：こて先を挿入する前に、こ
て先のこて先 ID 側を、ブザーが 1回鳴るま
でプロセスゲートへ挿入してください。 
次にこて先の先端部分を持ち、スリーブ組
品へ挿入します。こて先のリングがスリー
ブ組品に当たったところでとめ、それ以上
無理に押し込まないようにしてください。  
こて先をコネクタに入れます。 
新しいこて先をしっかりコネクタにはめ込
んでください。（こて先が正しく挿入されて
いないと、  という表示が現れます。）

注意：
こて先は高温になっています。やけどの原因となり
ますので、取扱いには十分ご注意ください。耐熱パッ
ドであっても熱いこて先を長時間保持することは避
けてください。
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スリーブ組品の前側部分を持って、こて先を取り外します。 

これらの部分を持ってこて先をスリーブ組品へ挿入します。 

この部分を持ってコネクタへ挿入します。 

11. トラブル発生時に

 警告：

●内部点検や部品交換の際、電源プラグは必ず抜いてください。感電の恐れがあります。
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● 電源スイッチを入れて
も動作しない。

 : 電源コードおよび /または接続プラグが外れていませんか。
 : 接続する。
点検 : ヒューズが切れていませんか。
 : なぜヒューズが切れたのか原因を確認した後、ヒューズを

交換してください。原因がわからない場合にも、交換して
ください。再びヒューズが切れる場合には、修理のため本
体ごと送り返してください。

● こて先が熱くならない。 
センサーエラー  が表示さ
れている。

点検 : こて先はしっかりと差し込まれていますか。
 : こて先を最後まで差し込んでください。
点検 : 接続コードが断線していませんか。ヒーター／センサーは

切れていませんか。
 : 本書の接続コードの断線およびヒーター／センサー切れの

調べ方の項を参照してください。

● こて先にはんだがのら
ない。

点検 : こて先の設定温度が高すぎませんか。
 : 適正温度に設定してください。
点検 : こて先に酸化物が付着していませんか。
 : 酸化物を取り除いてください。（12ページの「こて先メン

テナンス」の項を参照してください。）

● こて先温度が高すぎる。 点検 : 接続コードが断線していませんか。
 : 13 ページの「接続コードの断線の調べ方」の項を参照し

てください。
点検 : 入力したこて先 ID番号は正確ですか。
 : 正しく入力してください。

● こて先温度が低すぎる。 点検 : こて先に酸化物が付着していませんか。
 : 酸化物を取り除いてください。（12ページの「こて先メン

テナンス」の項を参照してください）。
点検 : 入力したこて先 ID番号は正確ですか。
 : 正しく入力してください。

● はんだこてエラーの　
 が表示される。

点検 : 他のはんだこてを接続していませんか。またはMODEL 
FM-2021 のプラグが外れていませんか。

 : 電源スイッチを切り、MODEL FM-2021 を接続し直し、
電源スイッチを入れます。

点検
対処
点検
対処

点検
対処
点検

対処

点検

対処
点検
対処

点検

対処

点検
対処

点検

対処

点検

対処

点検

対処
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● 下限設定温度エラー
が頻発する。

点検 : はんだ付け対象物に対してこて先が小さすぎません
か。

 : もっと熱容量の大きいこて先を使用してください。
点検 : 下限設定温度エラーの設定が低すぎませんか。
 : 設定値を大きくしてください。

● こて先 IDエラーを示す 
 が表示される。

点検 : こて先 ID 番号の入力手順は正しいですか。
 : 正しく入力してください。

注記：
こて先をプロセスゲートへ挿入し直し、警報ブザーが3回鳴りますと、
もう一度挿入してみるか、こて先 ID を手作業で入力してみてくださ
い。

● ヒーター端子短絡エ
ラーを示す  が表示
される。

点検 : こて先はMODEL FM-2021 用ですか。
 : 電源スイッチを切り、純正のMODEL FM-2021 こて

先を挿入し、電源スイッチを入れ直してください。

注記：
こて先 IDを入力していない場合には、このエラーは表示されません。

点検

対処

点検

対処

点検
対処

点検

●温度設定の変更

例：350℃から 400℃に変更する場合

1. カードをステーション前面のカード差し込
み口に挿入します。

● 表示部の 3桁目が点滅し始め、ステーショ
ンは温度設定モードに入り、3桁目へのデー
タ入力が可能であることを示します。

2. 3 桁目への入力
●  または  ボタンを用いて、3桁目の数
値を決定します。入力可能な値は、2、3、
4です。

希望の数値が表示されたら  ボタンを押
します。点滅位置が 2桁目に移ります。

3. 2 桁目への入力

●  または  ボタンを用いて、2桁目の数
値を決定します。0から 9までの任意の数
値を入力できます。希望の数値が表示され
たら  ボタンを押して入力します。点滅
位置が 1桁目に移ります。

4. 1 桁目への入力
●  または  ボタンを用いて、希望の数値
にセットします。希望の数値が表示された

ら  ボタンを押します。希望する数値が
これで内部メモリーに記憶され、新しい設
定温度を表示後、ヒーター制御を始めます。

注記：
温度設定を最後までせずに電源スイッチを切ると、
新しい設定温度は記憶されません。最初からやり直
してください。

この商品には、ユニットのフロントパネルにあ
るカード 差し込み口へ挿入する小さなカード
が付属しています。このカードは、工程管理（設
定温度の変更などを含む）のためのデータ入力
時に用います。MODEL FM-202 のカードはど
のMODEL FM-202 ステーションでも使えま
す。

 
●カードについて

注意：
カードはカード差し込み口に正しい方向で差し込ん
でください。

7

ボタンを一度押す 

カード挿入 

または　  ボタンを押す 

ボタンを一度押す 

ボタンを一度押す�

または　  ボタンを押す 



　こて先 ID が入力されていない、あるいはこ
て先がMODEL FM-2021 に挿入されてない
場合、次の操作を行ってください。

１. 電源スイッチを入れます。 

２. （ID 番号）という表示が現れコネク
タの LEDが点滅します。 続いて設定温度と

 という表示が現れます。 

３. 次 の 通 り こ て 先 ID を 入 力 し ま す。 
 こて先のこて先 ID 側を、ブザーが 1 回
鳴るまで、プロセスゲートへ挿入します。 
こて先 ID データが 1秒間表示されます。

  という表示が現れます。LEDの点滅
が止み、こて先 ID が保存されたことを示
します。

 こて先をコネクタに入れるとすぐに温度コ
ントロールが始まります。

４. 設定温度に達するとブザーが鳴り温度表示
部右下のヒーター通電ランプが点滅を始め
ます。

 

　こて先 ID が入力されている、またはこて先
がMODEL FM-2021 に挿入されている場
合、次の操作を行ってください。

１. 電源スイッチを入れます。  

２. 最初に設定された温度が表示されます。 

３. 温度コントロールを始めます。

注記：
工場出荷時には、350℃にセットされています。
設定温度を確認したい場合には、  ボタンを押して
ください。 
設定温度が 2秒間表示されます。

●工場設定
工場設定時には、次の値にセットされていま
す。

温度単位 

オートパワーシャットオフ 

下限設定温度 

温度ロック解除設定 

設定温度 

摂氏 

オフ 

150℃ 

オフ 

350℃ 

 

6

こて先ID表示 

設定温度の表示 

電源を入れる 

温調開始 

こて先 
は付いてい 
ますか 
?�
�

XX

こて先ID入力 
こて先挿入 

はい 

いいえ 温度設定 

注意：
異物や、こて先の間違った側、またはこの商品に使
用できないこて先をプロセスゲートへ挿入しないで
ください。破損の恐れがあります。

注記：
こて先をプロセスゲートへ挿入したとき、ブザーが 3
回鳴れば、こて先 ID読取りエラーが発生しています。
こて先をもう一度挿入してください。

※工場設定時はこて先 IDモードにセットされています。

12. 部品リスト

14

11

12

13

15

タッピンねじ 
呼びサイズ 
3×10 (3)

なべねじ 
スプリングワッシャー付き 
M4×6 (2)

外歯付きロックワッシャ 
呼びサイズ 
4 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ、 
平ワッシャ付き 
M4×6 (4)

外歯付き 
ロック 
ワッシャ 
呼びサイズ 
4

スプリングワッシャ 
呼びサイズ  4 (2)

なべねじ  
M4×55 (2)

バインドねじ 
M3×6 (8)

なべ
スプ
M4

●FM-202ステーション 

B2749 
B2741 
 

B2742 
B2869 
 

B2870 
B2871 
B2915 
B2740 
B2757 
B2855 
B2384 
B2761 
B1084 
B2739 
B2387

カード 
フロントパネル 
 
制御パネル用ボタンセット 
基板 
（操作、表示用） 
プロセスゲート組品 
プロセスゲートサポート 
基板（温調およびコネクタ用） 
シャーシ 
ロッキングスペーサー 
トランス 
インレット 
ヒューズ、250V-3A 
電源スイッチ 
カバー 
電源コード 

 
制御パネル、表示ウィンド
ウ、およびスリット付き 
各4個 
2枚組 
 
 
 
100～240V (2枚組) 
ゴム足付き 
各5個 
100V 
 
100～120V 
 
 
ゴム２極接地型プラグ
付 

図番 品番 部品名 仕様 

 

2

1

3

4

5

6

8
7

9
10
11
12
13
14

15

、 6

注記：
取り付けねじは、仕様欄に記載さ
れていない場合、予備部品や修理
部品には含まれていません。別途
ご注文ください。
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2

1

3

4

4

8

9

10

7

5

6

7 5

5

ナット M2 (2)

バインドねじ 
M2×16 (2)

ナット 
M1.6 (2)

なべねじ 
M1.6×8 (2) 

タッピンねじ 
呼びサイズ 
3×8 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ付き 
M3×6 (2) 

タッピンねじ 
呼びサイズ2.6×8 (3)

タッピンねじ 
呼びサイズ  
2.6×10 (4)

外歯付きロックワッシャ 
呼びサイズ4

ナット  
M3 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ、 
平ワッシャ付き 
M3×10 (2)

なべねじ 
スプリングワッシャ付き 
M4×6 
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6. 使用方法

操作と表示

スイッチと操作ボタン

MODEL FM-202 ステーションのフロントパネ
ルには、4つの操作ボタン、プロセスゲート、
レセプタクル、及びカードスロットがありま
す。電源スイッチは背面にあります。

● 4 つの操作ボタン：

 － こて先 ID 入力モードに入ります。こ
のボタンを短く（1秒未満）押すと、
保存されているこて先 ID が表示され
ます。カードが入っている状態で 1
秒以上押していると、こて先 ID 入力
モードが起動されます。

 － 温度設定モードに入ります。このボタ
ンを 1秒未満しか押さなかった時は
すでに入力されている設定温度を表示
します。カードが入っている状態で 1
秒以上押していると、温度入力モード
が起動されます。

 ー 表示される値を増やします。

 ー 表示される値を下げます。

表示
MODEL FM-202 では、表示は 3桁で行われ
ます。選択したモードにより、下記を参照して
ください。

● ノーマルモードでは
センサー温度（こて先温度）を表示します。

● こて先 ID 入力モードでは
こて先 ID 入力方法 P.6 と P.22 を参照して

5

● 温度目盛では
指定に応じて℃または℉を表示します。

● エラー検出
「エラー表示」の項をご覧ください。 

また、設定温度に達するとステーションの表示
部右下のヒーター通電ランプが点滅して、ス
テーションが使用可能になったことを知らせ
ます。

ブザーで使用者に次のことを知らせます。

● ステーションが設定温度に達した場合、ブ
ザーが 1回鳴ります。

● こて先がプロセスゲートへ挿入されこて先
ID バーコードが読み取られた場合、ブザー
が 1回鳴ります。

● センサー温度が設定温度の下限限界点より
低くなった場合にブザーが連続して鳴りま
す。センサー温度が下限設定範囲内に戻れ
ば、ブザーは停止します。

● 異物、この商品では使えないこて先、または
こて先のはんだ付け側をMODEL FM-2021
に挿入してしまった場合、表示部が点滅し、
ブザーが連続して鳴ります。

● オートパワーシャットオフ機能が働き、ヒー
ターへの通電が停止した場合、ブザーが 3
回鳴ります。

● プロセスゲートがこて先 ID バーコードを読
み取れない場合、ブザーが 3回鳴ります。

● こて先がすでにMODEL FM‐2021 に挿入
されているのに、こて先をプロセスゲート
に入れた場合、ブザーが不規則に鳴ります。

● こて先が正しくコネクタへ挿入されると、
ブザーが 1回鳴ります。

ください。



FM-2025

24V-70W

こて接続コード

こて接続コードを耐熱パッドの穴に通します。

4

② 使い方：
まずこて先をクリーニングワイヤに突き刺
してこて先から余分なはんだを取り除きま
す。
（こて先をワイヤにこすりつけながら拭い取
らないでください。ワイヤが元に戻ろうと
する際、溶けたはんだが飛び散ることがあ
ります。）
クリーニングワイヤが汚れたり、網目には
んだが詰まった場合には、きれいな表面が
出てくるまでクリーニングワイヤを回して
ください。
クリーニングワイヤを交換する場合には、
ケース上部をまっすぐに持ち上げ、はんだ
くずが外へ落ちないようにしてください。

③ 予備のこて先は、こて先置き台に置いてく
ださい。

 

ステーション

1. 電源コードをステーション背面のインレッ
トに接続します。

2. こて接続コードとステーション前面のレセ
プタクルを接続します。 

3. 電源プラグをアースされたコンセントに差
し込みます。本機には静電気対策が施され
ていますので、必ず接地してご使用くださ
い。

カチッと音がするまで 
完全に差し込みます。 レセプタクル 

プラグを止まるまで押し込み、ロッ
クピンを押さずにプラグを引っ張
ってみてください。レセプタクルか
ら抜けなければ、きちんと差し込ま
れています。 

 

3

2

4

5

●こて台用パーツ 

図番 品番 

FH100-01

部品名 

こて台 

仕様 

 

図番 品番 

FM2021-01 

FM2021-02 

B2770 

B2765D 

B2768C 

B2769D 

 

B2300

部品名 

コンバージョンキット 

コネクタ組品 

コネクタカバー 

スリーブ組品 

スリーブ組品 

スリーブ組品 

こて先 

耐熱パッド 

仕様 

は黄色 

 

 

黄 

橙 

青 

●こて台 

1

図番 品番 

B3000
B3001
B2791
B2999

599B-01
599-029
B2756

部品名 

口金ホルダー 

口金 

こて先固定スプリング 

こて台ベース 

こて先クリーナー 

クリーニングワイヤー 

こて先置き台 

仕様 

 

黄／ねじ付 

 

青／ゴム足付 

2

1

3

4

5

 

1 6～ 

2

1

3

4

5

6

7

1 3 35

目次「13. こて先の種類」 
を参照 

7

3

2

6

4

5

1
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13. こて先の種類

115
139

ø5
.5

21

7.5

R0.2

T7-B　B型 

R0.5

10

T7-B2　0.5B型 

45°

ø1

11.5

T7-BC１　１BC型 

1.1

ø1

45°
11.5

T7-BCF1　1BC型　面のみ　 

1.1

ø2

45°
11.5

T7-BC2　2BC型 

2.1 45°

ø2

11.5

T7-BCF2　2BC型　面のみ 

2.1

ø3

45°
10

T7-BC3　3BC型 

3.3
10

45°

ø3

T7-BCF3　3BC型　面のみ 

3.3 60°12

ø1

T７-C1　1C型 
1

45°

ø4

11.5

T7-C4　4C型 

45°

ø4

11.5

T7-CF4　4C型　面のみ 

0.5 3
9.5

ø0
.8

T7-D08　0.8D型 

0.5

ø1
.2

4.3
10

T7-D12　1.2D型 

0.5

ø1
.6

3.5
10

T7-D16　1.6D型 

0.5

ø2
.4

4.1
10

T7-D24　2.4D型 

単位：mm 
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4. 各部名称

5. 組み立て

こて台

① 次のように組み立てます。
● ホルダー組品をこて台ベースへ確実に挿入
します。

耐熱パッド 

こて台 

電源コード 

MODEL FM-202
ステーション 

カード 

ジョイントバンド 

こて先置き台 

電源スイッチ 

レセプタクル 

ON
OFF

ヒューズ 

インレット 
プロセスゲート 

MODEL FM-2021
コネクタ組品 

こて先（別売） 

スリーブ組品 

こて先クリーナー 

カード差し込み口 

3



● 安全のため以下の注意事項を必ず守ってください。

  注  意
電源を入れると ､こて先温度は 200 ～ 450° Cの高温に達します。取扱いを誤ると ､やけど

･火災の恐れがありますので ､以下の注意事項を必ず守ってください。

● プロセスゲートに異物や純正こて先 (T7) 以外を挿入しない。
● プロセスゲートにカートリッジのこて先側を挿入しない。
● こて先やこて先周辺の金属部分に触れない。
● 燃えやすいものの近くで使用しない。
● 周囲の人に ｢高温につき危険である ｣ことを知らせる。
● 使用を中断･終了する時や ､その場を離れる時は電源を切る。
● 部品交換時や収納時は必ず電源を切る。
● バーコードステッカーを剥がしたり、傷付けたりしない。

  注  意
事故や故障につながりますので ､以下の注意事項を必ず守ってください。

● はんだ付け以外の用途に使用しない。
● ぬらしたり、ぬれた手で使用したりしない。
● 本品を改造しない。
● 交換部品には ､純正部品を使用する。
● カードは傷付けたり折り曲げたりしない。また折れ曲がったカードは無理に挿入しない。 
● はんだかすを取るために ､こてを作業台に打ちつけるなど強い衝撃を与えない。
● コードの抜き差しはプラグを持って行う。
● はんだ付けする際 ､煙が発生するので ､よく換気をする。
● その他危険と思われる行為は行わないでください。

3. 安全及び取扱い上のご注意

  警  告
この説明書では ､注意事項を下記のように ｢警告 ｣｢ 注意 ｣の 2つに区分して表示しています ｡内
容をよく理解されてから本文をお読みください。

 警　告： 誤った取扱いをすると ､人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

 注　意： 誤った取扱いをすると ､人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

2

 

0.5 1.6

ø3
.2

5

T7-D32 3.2D型 T7-D4　4D型 

0.5
8.5

ø4

1.2
8

7

T7-D52　5.2D型 

ø5
.2

R0.2

9.5

T7-I　I型 

30
°

3.5

R0.2

12

T7-J02　0.2RSB型 

12.7R0.2

T7-LI　LI型 

7.5

30
°

R0.2

9.3

T7-JL02　0.2RLB型 

30
°

1.6

R0.2

7.9

T7-JS02　0.2RSSB型 
T7-K　K型 

2.4 45°

ø4
.6

17

T7-KF　KF型 

1.5

ø4
.7

45°
11

T7-KL　KL型 

1.2

ø3

45°
11

T7-KU　KU型 T7-LB　LB型 

12

R0.2

7.215.7

T7-1401

2

T7-1404

40 7.2

2

単位：mm 

45°2

ø4
.7

15

21



注記：
こて先をMODEL FM‐2021 へ挿入した状態でこて

先 ID を変更すると、  は表示されず、設定温度
が表示されます。

22

こて先 ID番号入力方法

1. カードを挿入してロックを解除します。

2.  ボタンを 1秒以上押し続けます。 
● ステーションはこて先 ID 入力モードに入り
ます。2桁目が点滅します。バーコードステッ
カーに示されているこて先 ID 番号を参照し
ます。

注記：
 ボタンを押す時間が 1秒より短いと、保存され

ているこて先 ID設定が表示されます。

3. 2 桁目に値を入力します。
●  または  ボタンを使って、2桁目に値
を入力します。入力した値が表示されたな

ら、  ボタンを押します。1桁目が点滅し
ます。

4. 1 桁目に値を入力します。

● 2 桁目に値を入力した要領で、値を入力しま
す。1桁目に値を入力した後、  ボタンを
押します。表示部に  が点滅表示され
ます。これでこて先 ID 番号が保存されまし
た。このこて先 ID 番号を用いて温度調整が
行われます。

例： 
こて先ID番号が07の場合 

または　  ボタンを押す。 

ボタンを一度押す 

ボタンを一度押す 

ボタンを1秒以上 
押し続ける。 

14. 付録 A

1

耐熱パッド 

こて台 

電源コード 

MODEL FM-202 
ステーション 

カード 

ジョイントバンド 

こて先置き台 

ON
OFF

こて先（別売） MODEL FM-2021コネクタ組品 

スリーブ組品 

1. セット内容

2. 仕様

電源 
消費電力 
制御温度 
温度精度 
 
温度安定性 

AC100V   50/60Hz 
140 W 
200～450 C゚ 
設定温度から±10 C゚ 
図1を参照。 
無負荷時リップル温度±5 C゚

● MODEL FM-202ステーション 

消費電力 
こて先アース間抵抗 
漏れ電圧 
全長（除コード） 
重量（除コード） 
コード長さ 

70 W (24 V) 
2Ω以下 
2 mV以下 
188 mm（2.4Dこて先付） 
30 g（2.4Dこて先付） 
1.2 m

● こて部 

出力 
外形寸法 
重量 

24 V 
119（W）×117（H）X 178(D)mm 
2.7 kg

● ステーション部 

無負荷時リップル温度： 
±5 C゚

図１ 

注記： 
※温度表示はハッコー191で計測した温度です。 
※この商品は静電気対策されています。 
※仕様および外観は改良のため予告なく変更することがありますが、あら
　かじめご了承ください。 

温度精度： ±10 C゚

設定温度 

温
度
 

時間 

MODEL FM-202 ステーション .......................1
MODEL FM-2021 コネクタ組品 .....................1
スリーブ組品 ...................................................1
電源コード .......................................................1
カード ..............................................................1
耐熱パッド .......................................................1

こて先置き台 ...................................................1
こて台 ( こて先クリーナー付） .........................1
取扱説明書 .......................................................1
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高出力小型温調式はんだこて

取扱説明書

●

お買い上げいただきありがとうございます。この商品はコンポジットチップ
（ヒーター・センサー複合体・一体型こて先）を採用したマイクロソルダリン
グから熱容量の大きいはんだ付けまで幅広く対応する高出力小型温調式はんだ

こてです。
この説明書をお読みになり ､正しくお使いください。

お読みになった後も ､後日お役に立ちますので大切に保管しておいてください。

●

目次
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 2. 仕様 ................................................................... 1
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 6. 使用方法 ............................................................ 5
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15. 配線図
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